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男性 194人
40.0％

女性 291人
60.0％

20歳代 38人
7.8％

60歳代 114人
23.4％

70歳代
77人
15.8％

80歳代 49人
10.0％

50歳代 73人
15.0％

40歳代
76人
15.6％

30歳代
54人
11.1％

10歳代 7人 1.4％

聖和台地区
86人
17.7％

太子地区
71人
14.6％

山田地区 136人
28.0％

畑地区 6人 1.2％

春日地区
165人
34.0％

葉室地区 21人 4.3％

「
第
５
次
太
子
町
総
合
計
画
策
定
の
た
め
の

　
　
　

  

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
結
果
概
要

　

現
在
、
太
子
町
で
は
第
５
次
太
子
町
総
合
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

総
合
計
画
は
、
将
来
の
町
政
運
営
の
た
め
の
総
合
的
な
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

　

計
画
策
定
に
当
た
っ
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
た
め
、
町
内
に
お

住
ま
い
の
18
歳
以
上
の
人
の
中
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
１
，
０
０
０
人
を
対
象
に
昨
年
11
月
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
回
収
数
は
４
９
０
件
、
回
収
率
は
49
％
で
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
頂
い
た
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
、
第
５
次
総
合
計
画
に
活
か
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

回答者のプロフィール

Ｑ．あなたの性別はどちらですか。

Ｑ．あなたの年齢はおいくつですか。

Ｑ．あなたのお住まいはどちらですか。

太子町のイメージ

Ｑ．太子町は住みやすいところだと思いま
すか。

Ｑ．太子町をどのようなまちだとお感じに
なりますか。

定住にふさわしい
住みよいまち
96人 18.8％

人と自然が調和・
共生したまち
153人 30.0％

子どもが元気でいき
いきしているまち
32人 6.3％

どちらかといえば
住みやすい 209人 
42.7％

住みやすい 
98人 20.0％

住みにくい 
13人 2.7％

どちらかと
いえば住み
にくい 56人
11.4％

どちらともいえない 
114人 23.3％

伝統的な祭、
文化が残っている
まち97人
19.0％

農業が盛ん
なのどか
なまち
40人
7.8％

住民相互の
思いやり・
助け合いの
あるまち 
17人 3.3％

わからない 
48人 
9.4％

その他
27人
5.3％

合計 485人

合計 488人

合計 485人

合計 510人合計 490人
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太子町のまちづくりについて

Ｑ．次の各項目についてどのように感じていますか。

１．小中学校などの教育環境

２．生涯を通して学習するための教育環境

３．文化活動やスポーツ・レクリエーション活動ができる環境

４．すべての人の人権が尊重される社会環境

５．男女がともに活躍できる社会環境

６．健康づくりに取り組みやすい環境

７．身近で必要な医療サービスが受けられる環境

８．お年寄りが健康でいきいき暮らせる環境

９．障がい者が自立して暮らせる環境

10．安心して子育てができる環境

11．近所の人たちと支えあいながら暮らせる環境

12．町内外を結ぶ主要道路の便利さ

13．身近な道路の安全や快適さ

14．バスなど公共交通機関の便利さ

15．ごみの減量やリサイクルなど環境への配慮

16．犯罪の防止や交通安全の度合い

17．建物や道路・橋梁、下水道などの老朽施設に対する保全や更新

18．消防・救急の体制

19．防災対策など安心して暮らせるまち

20．歴史的資源や文化財の保存や活用の状況

21．山林や緑などの自然環境の豊かさ

22．憩い、交流の場となる公園や広場などの環境

23．農業の現状

24．商工業の現状

25．観光振興の現状

26．買い物など日常生活の利便性

27．広報誌やホームページなどによる町の行政情報の提供や公表の現状

28．近隣市町村と連携した広域的な行政サービス

30．住民に対する町職員の対応

29．太子町のよさのＰＲなど外部への情報発信の現状
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％
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土地利用について

Ｑ．現在の太子町の土地利用（住宅地、公園・緑地、農
地など）についてどう思いますか。

わからない
182人
38.6％

有効な土地利用が
図られていない
160人 33.9％

全体として調和が
とれている 
66人 14.0％

無秩序な土地利用
となっている
59人 12.5％

その他
5人 1.1％

Ｑ．今後の太子町全域の土地利用（住宅地、公園・緑地、
農地など）について、どのようなお考えでしょうか。

特に対策をする
必要はない
19人 4.0％

町全体の土地利用規制を
強化し、積極的に自然環
境などを保全する
55人 11.5％

規制すべき区域や緩和すべき区域を
定め、計画的に保全や開発を行う
249人 52.0％

その他
6人 1.3％

町全体の土地利用
規制を緩和し、開
発を促進する
96人 20.0％

わからない
54人 11.3％

人口の減少について

Ｑ．太子町の人口減少に対して、町はどのような
政策をとるべきだとお考えになりますか。

人口減少はやむを
得ないが、なんら
かの対策は実施す
べきである
239人 50.0％

人口減少は問題で
あり、人口が増加
あるいは維持でき
るように、なんら
かの対策を実施す
べきである 221人
　　　　   46.2％

その他
18人
3.8％

Ｑ．左の問いでなんらかの対策をとるべきと答えた人に、どの
ような政策が特に重要とお考えになりますか。

0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％ 50.0％50.0％ 60.0％

220人
49.4％

164人 36.9％

171人 38.4％

198人 44.5％

60人 13.5％

87人 19.6％

子育てや教育に関する経済的負担を軽減する

子育てに関する施策や事業を充実させる

産業を活発化させ、就業機会を増やす

地域の医療・介護や福祉サービスを充実させる

空き家や遊休地などの利用を図り、子育て世代の人口を増やす

観光の振興による交流人口を拡大させる

人口規模に応じた都市施設整備の見直しを行う

必要機能を集約するなどコンパクトなまちづくりをめざす

その他

203人 45.6％

8人 1.8％

64人 14.4％

Ｑ．将来太子町がどのようなまちになってほしいと思いますか。

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

公園や道など生活基盤の整ったまち
公共交通機関が整った便利なまち

緑豊かな自然環境を大切にするまち
街並みが美しく、都市景観に優れたまち

ごみや公害のない清潔・快適なまち
交通事故や犯罪のない安全なまち

地震や洪水など災害に強いまち
保健や医療の充実した健康で安心して暮らせるまち

福祉の充実した健康でいきいき暮らせるまち
教育や文化水準が高いまち

貴重な歴史資源を大切にする落ち着いた雰囲気のまち
農業・商工業などの地場産業が活発なまち

工場などと共存した職住一体型のまち
レジャーや観光などで多くの人が訪れるまち

ショッピングセンターなど、日常品が町内で購入できる便利なまち
国内、海外からの人や情報が集まる交流の盛んなまち

コミュニティ活動が盛んな心ふれあえるまち
聖徳太子の「和」の心を大切にするぬくもりあるまち

その他

99人 20.4％
261人 53.8％

170人 35.1％
64人 13.2％

140人 28.9％
219人 45.2％

102人 21.0％
276人
56.9％

189人 39.0％
88人 18.1％

126人 26.0％
76人 15.7％

18人 3.7％
54人 11.1％

237人 48.9％
19人 3.9％

39人 8.0％
159人 32.8％

7人 1.4％

合計 479人合計 472人

合計 478人 設問回答者数 445人

設問回答者数 485人
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産業の振興について

Ｑ．産業振興を図るため、今後、どのようなこと
に力を入れるべきだと思いますか。

町政への参加について

Ｑ．町政へ参加することについて、あなたはどうお考えになり
ますか。

暮らしについて

Ｑ．あなたは地域の「自主防災活動」に参加していますか。 Ｑ．あなたは日頃から「省エネ生活」を実践していますか。

Ｑ．あなたは健康の保持や増進のために日ごろから取り
組んでいることがありますか。

Ｑ．あなたはボランティアとして自然保護活動や祭り、
PTAなどの地域活動に参加したことがありますか。

商業の振興・商業
施設の誘致 
128人 26.4％

工業の振興・
企業誘致
59人 12.2％

まちの個性を
活かした魅力
ある観光の振興 
140人 28.9％

その他 7人 1.4％ 地域の特性を活かした
農業の振興
92人 19.0％

わからない
58人 12.0％

いいえ
181人
37.8％

はい
298人 62.2％ いいえ 

266人
55.5％

はい
213人 44.5％

いいえ 
376人
79.5％

はい
97人 20.5％

合計 484人

いいえ
131人
27.6％

はい
343人 72.4％

合計 474人

合計 479人合計 479人

合計 473人

0.0％ 5.0％ 10.0％ 15.0％ 20.0％ 25.0％

積極的に町政に対し提言したい

町の計画などの策定委員会などへ参加したい

インターネットなどによって意見を述べたい

町長との座談会があれば参加したい

まちづくりは行政や議会にまかせる

アンケート調査で十分である

その他

わからない

67人 11.4％

35人 6.0％

80人 13.6％

49人 8.3％

103人 17.5％

109人 18.6％

20人 3.4％

124人
21.1％

設問回答者数 467人
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　平成28年度から始まる新たなまちづくりの指針「第５次太子町総合計画」の策
定に取り組んでいます。
　この計画づくりを住民の皆さんと一緒に進めるため、「住民ワークショップ」を
行います。将来のまちづくりについて、一緒に考えて頂ける人を募集しますので、
ぜひご参加ください。
※�ワークショップとは、もともとの意味は「工房」「作業場」です。様々な立場の
人が集まって、自由に意見を出し合い、互いの考えを尊重しながら、意見や提案
をまとめ上げていく場です。

［と　き］第１回：３月14日（土）午後（予定）　　
第２回：３月28日（土）午後（予定）
第３回：４月中（予定）　※全３回を予定。

［ところ］町立万葉ホール　　［対　象］町内に在住する18歳以上の人
［定　員］30人（先着順）
［申　込］３月６日（金）までに、総務政策グループ窓口でお申込み頂くか、住所、

氏名、年齢、電話番号を明記し、ファックスでご応募ください。お申込
みの際は、「住民ワークショップの応募」とご明記ください。

※交通費、報酬などはありません。

［会 議 名］
第３回太子町総合計画審議会

［と　　き］
３月26日（木）午後２時から

［と こ ろ］
役場４階　全員協議会室

［傍聴定員］８人
［傍聴手続］
◦�開催予定時刻までに、受付で
住所及び氏名をご明記くだ
さい。
◦受付は先着順で行います。

総合計画策定に向けた「住民ワークショップ」
参加者募集

総合計画審議会
傍聴

自由回答について

Ｑ．太子町のこれからのまちづくりについて特に重要とお感じになることがありましたらご自由にご記入ください。
（主な意見を記載します。言い回しなどを変更しています。）

◆申込・問合せ　総務政策グループ　☎98－0300　FAX98－4514

○少子高齢化・人口減少について
◦高齢者の増加に対応した施策をしてほしい。

○交通
◦高齢化で、車の運転をやめたときに不安がある。
◦バスの本数を増やしてほしい。
○土地利用
◦自然と調和した太子らしいまちづくりを進めてほしい。
○子育て・福祉
◦すこやかホール、保健センターを常時開放してほしい。
◦子育て世帯に対する町独自の施策をしてほしい。
○施設利用
◦図書室がもっと利用できるように拡大や他市町村と連携してほしい。

○地域コミュニティ
◦�地域で支え合う会を立ち上げ、安否確認や買い物代行などを行っている。このような組織が大きな輪になればよい。
○環境
◦唐川のホタル保護はこれからも力を入れてほしい。

○産業
◦農業の衰退が懸念される。地元農産物を売る店を増やしてほしい。
◦商業施設が少ない。
○医療
◦総合病院がなく、他市にいかなければならない。

○観光・イベント
◦観光拠点がない。
◦歴史的にすぐれた文化財があるのでもっとＰＲしてほしい。

◀浅野町長
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人権コーナー

　

先
日
、
夕
方
の
報
道
番
組
を
見
て
い
る

と
、
大
阪
の
あ
る
有
名
な
商
店
街
で
の
自

転
車
の
通
行
規
制
の
取
組
み
が
特
集
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
顛
末
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。

　

日
本
一
長
い
と
も
言
わ
れ
る
こ
の
商
店

街
で
は
、
自
転
車
に
よ
る
人
身
事
故
や
ト

ラ
ブ
ル
が
絶
え
な
か
っ
た
た
め
、
昨
年
一

月
、
道
路
交
通
法
に
基
づ
き
、
一
定
の
時

間
帯
で
自
転
車
の
通
行
規
制
を
始
め
ま
し

た
。
商
店
街
の
関
係
者
が
見
回
り
を
し
た

り
、「
自
転
車
に
乗
っ
て
の
通
行
は
歩
行

者
安
全
の
た
め
禁
止
に
な
り
ま
し
た
」
と

い
う
放
送
を
流
し
た
り
し
て
、
通
行
人
の

注
意
を
促
し
て
き
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

規
制
か
ら
一
年
、
効
果
の
ほ
ど
を
検
証

す
る
た
め
に
、
番
組
ス
タ
ッ
フ
が
あ
る
平

日
の
一
時
間
、
自
転
車
で
通
行
し
て
い
る

人
を
実
際
に
数
え
て
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、

何
と
全
体
の
三
五
％
が
自
転
車
に
「
乗
っ

て
」
通
行
し
た
と
い
う
の
で
す
。
こ
の
数

字
は
、
規
制
一
か
月
後
、
つ
ま
り
、
昨
年

二
月
の
番
組
の
調
査
の
三
〇
％
よ
り
も
五

ポ
イ
ン
ト
悪
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

番
組
ス
タ
ッ
フ
「
す
み
ま
せ
ん
。
こ
こ

自
転
車
あ
か
ん
の
で
す
よ
。」

　

自
転
車
の
男
性
「
急
い
で
ま
す
ね
ん
。

間
に
合
わ
ん
か
ら
。」

　

私
の
独
り
言
「
五
分
早
く
家
を
出
た
ら

よ
か
っ
た
の
に
‥
」

 　

・
・
・
・

　

番
組
ス
タ
ッ
フ「
こ
こ
ね
、自
転
車
乗
っ

た
ら
ダ
メ
な
ん
で
す
よ
。」

　
別
の
男
性
「
あ
あ
、乗
っ
た
ら
あ
か
ん
、

あ
か
ん
。」 

　
番
組
ス
タ
ッ
フ
「
降
り
て
下
さ
い
。」

　

男
性
「
そ
こ
ま
で
や
！
」（
手
を
振
り

払
っ
て
）

　
私
の
独
り
言
「
あ
か
ん
っ
て
わ
か
っ
て

は
る
の
に
残
念
や
な
あ
‥
」　　

　

こ
の
よ
う
な
や
り
と
り
が
オ
ン
エ
ア
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
見
て
い
て
残
念
な
光
景

で
し
た
。

　

一
方
、番
組
で
は
、自
ら
商
店
街
に
立
ち
、

自
転
車
か
ら
降
り
る
よ
う
声
掛
け
を
し
て

い
る
男
性
が
い
る
こ
と
も
伝
え
て
い
ま
し

た
。男
性
は
、商
店
街
の
関
係
者
で
は
な
く
、

近
く
の
事
務
所
で
働
く
人
だ
そ
う
で
す
。

　
番
組
ス
タ
ッ
フ
「
何
で
（
な
ぜ
）
声
か

け
を
し
て
る
ん
で
す
か
？
」 

　
男
性
「
何
で
っ
て
、
危
な
い
か
ら
で
す

や
ん
！
」

　

い
け
な
い
こ
と
だ
と
眉
を
ひ
そ
め
て
い

た
と
し
て
も
、
こ
の
男
性
の
よ
う
に
、
自

分
の
時
間
を
割
い
て
行
動
す
る
こ
と
は
な

か
な
か
で
き
な
い
も
の
で
す
。番
組
で
は
、

こ
の
男
性
を
「
モ
ラ
ル
リ
ー
ダ
ー
」
と
評

し
て
、
明
る
い
兆
し
も
見
え
て
き
た
、
と

ま
と
め
て
い
ま
し
た
が
、
私
も
こ
の
男
性

の
行
動
が
い
い
き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
商
店
街
の
ケ
ー
ス
で
し
た
が
、

も
ち
ろ
ん
、
事
は
こ
の
商
店
街
に
限
っ
た

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
を
守
る
こ
と
は
当
た
り
前
の
こ
と
だ

か
ら
で
す
。

　

そ
の
当
た
り
前
が
な
か
な
か
難
し
い
と

い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
男
性
の
よ

う
な
存
在
が
必
要
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
一
人
ひ
と
り
が
「
ち
ゃ
ん
と
」

す
れ
ば
、
注
意
す
る
人
も
要
ら
な
い
わ
け

で
す
。

　

こ
の
男
性
の
「
リ
ー
ダ
ー
」
た
る
ゆ
え

ん
は
、
思
い
を
行
動
に
移
し
た
こ
と
に
あ

る
と
思
い
ま
す
。
オ
ン
エ
ア
さ
れ
た
自
転

車
の
男
性
も
「
あ
か
ん
」
こ
と
は
分
か
っ

て
い
ま
し
た
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
規
範
意

識
を
、
勇
気
を
も
っ
て
、「
乗
ら
な
い
」

と
い
う
行
動
に
移
せ
ば
い
い
わ
け
で
す
。

頭
で
は
分
か
っ
て
い
て
も
つ
い
‥
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

先
日
、
岡
山
に
行
く
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
駅
前
の
商
店
街
を
三
〇
分
ほ
ど
歩
い

た
の
で
す
が
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
下
で
は
、

み
な
自
転
車
を
押
し
て
通
行
し
て
い
ま
し

た
。
た
っ
た
一
人
の
例
外
も
な
く
。

　

や
れ
ば
で
き
る
と

思
う
の
で
す
。

　感染した人が差別を受けてきた病気の一つにハンセン病
があります。
　ハンセン病とは、らい菌によって引き起こされる病気で、
感染力はきわめて弱く、現在では早期発見、早期治療によ
り後遺症を残さずに治る病気です。
　現在、全国のハンセン病療養所では、約1,850人の回復
者が入所し、生活しています。しかし、病気に対する根強
い誤解や無理解が、ハンセン病回復者の地域社会への復帰
や交流を妨げています。
　法律による強制的な隔離政策が廃止され、平成21年４
月には「ハンセン病問題の解決の促進に関する法律」が施
行されました。この法律では、何人もハンセン病の患者で
あった者などに対して、ハンセン病の患者であったこと、
または、ハンセン病に罹患していることを理由として差別
すること、その他の権利利益を侵害する行為をしてはなら
ないと規定されています。
　日本のハンセン病対策の誤りは、私たちに大きな教訓を
残しました。二度と、このような過ちを繰り返さないよう、
一人ひとりが何をしなければならないか、真摯に考えてい
く必要があります。
◆問合せ　住民人権グループ　☎98-5515

　１月22日（木）、町立磯長小学校４年生の３学級で、人
権擁護委員による人権教室が行われました。
　人権教室は、児童たちに他人への思いやりやいたわりの
心といった、人権尊重意識を持ってもらうことを目的とし
た啓発活動です。「いじめ」をテーマにしたビデオ鑑賞後、
児童たちが身近な問題として真剣に話し合いを行いました。
◆問合せ　住民人権グループ　☎98-5515　

人権教室過ちを繰り返さない！
ハンセン病問題の解決の促進に向けて

商店街の自転車規制 ～ルールを守るということ～　大阪教育大学　恩知　忠司人権コラム「よき日へ」

　人権コーナー「気づく」では、人権に関する様々な問題や啓発推進
情報をお知らせします。
　小さなことでもまず気づくことが、お互いを尊重し、一人ひとりが豊
かに生きることができる社会につながる。「気づく」には、そんな願いが
込められています。

気づく
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　２月７日（土）、大阪駅近くの西梅田スクエアで、くまモンファン感謝祭2015 in
ＯＳＡＫＡが行われ、今年もたいしくんが参加しました。

たいしくん「くまモンファン感謝祭
2015 in OSAKA」に参加！

　くまモンや全国各地のご当地キャ
ラが集合した大運動会をはじめ、豪
華ゲストとのコラボステージ、サプ
ライズゲストの登場や物産展、体験
ブースなどが盛大に行われ、大勢の
人たちで賑わっていました。
　たいしくんはステージイベントに
出演したり、太子町や映画『あした
になれば。』のＰＲを行い、忙しく
も楽しむことができた一日でした。

第
58
回
南
大
阪
駅
伝
競
走
大
会

　

２
月
１
日（
日
）、
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
リ
バ
テ
ィ
ー
教
団
本
庁
内
コ
ー
ス
で
、
第
58

回
南
大
阪
駅
伝
競
走
大
会
が
行
な
わ
れ
、
一
般
、
高
校
生
、
中
学
生
の
各
男
女
別

と
、
混
成
の
各
部
門
に
２
３
６
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し

ま
し
た
。

　

町
内
か
ら
は
一
般
男
子
の
部
に
１
チ
ー
ム
、
高
校
生
男
子
の
部
に
１
チ
ー
ム
、

中
学
生
の
部
に
７
チ
ー
ム
、
混
成
の
部
に
１
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

中
学
女
子
の
部
で
町
立
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
第
３
位
、
町
立
中
学

校
陸
上
部
が
第
６
位
に
、
中
学
男
子
の
部
で
町
立
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
が
７
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

新春ジョギング大会
　1月18日（日）、町立総合スポーツ公園で太子町体育連盟主催の、第32回新春ジョ
ギング大会が行われました。
　当日は天候に恵まれ、参加された皆さんは、寒さを忘れ元気に走り、すがすがし
い汗を流しました。

　

太
子
町
、
羽
曳
野
市
、
藤
井
寺
市
が
一
体
と
な
っ
て
支
援
し
て
い
る
地
域
を
舞

台
と
し
た
映
画
『
あ
し
た
に
な
れ
ば
。』
の
先
行
試
写
会
を
、
２
月
14
日（
土
）に
、

町
立
万
葉
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
し
た
。

　

上
映
前
に
は
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
ト
の
小
関
裕
太
さ
ん
、黒
島
結
菜
さ
ん
、赤
井
英
和

さ
ん
と
三
原
監
督
の
舞
台
挨
拶
も
行
わ
れ
、華
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、応
援
サ
ポ
ー

タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
人
々
が
、完
成
を
待
ち
わ
び
た
映
画
を
鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
あ
べ
の
ア
ポ
ロ
シ
ネ
マ
で
の
先
行
公
開
を
記
念
し
て
、
ア
ポ
ロ
ビ
ル
・

ル
シ
ア
ス
ビ
ル
で
は
、
３
市
町
村
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

羽
曳
野
市
・
藤
井
寺
市
・
太
子
町
シ
ネ
マ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

映
画『
あ
し
た
に
な
れ
ば
。』先
行
試
写
会

部　　　門 順　位 氏　　名 タイム

小学生男子の部　３㎞
優　勝 八　尾　　　旬 14分04秒
準優勝 山　口　純　平 14分05秒
第３位 西　森　　　司 14分13秒

小学生女子の部　３㎞
優　勝 伊　都　依　吹 16分19秒
準優勝 上江洲　彩　菜 17分15秒
第３位 岩　井　瑞　季 20分00秒

一般男子の部　５㎞
優　勝 三　宅　　　誠 32分49秒
準優勝 田　中　祐　二 39分16秒

一般女子の部　３㎞
優　勝 三　宅　智　子 14分58秒
準優勝 三　宅　　　愛 15分45秒
第３位 前　原　直　美 15分53秒
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２
月
１
日（
日
）、
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
リ
バ
テ
ィ
ー
教
団
本
庁
内
コ
ー
ス
で
、
第
58

回
南
大
阪
駅
伝
競
走
大
会
が
行
な
わ
れ
、
一
般
、
高
校
生
、
中
学
生
の
各
男
女
別

と
、
混
成
の
各
部
門
に
２
３
６
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し

ま
し
た
。

　

町
内
か
ら
は
一
般
男
子
の
部
に
１
チ
ー
ム
、
高
校
生
男
子
の
部
に
１
チ
ー
ム
、

中
学
生
の
部
に
７
チ
ー
ム
、
混
成
の
部
に
１
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

中
学
女
子
の
部
で
町
立
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
第
３
位
、
町
立
中
学

校
陸
上
部
が
第
６
位
に
、
中
学
男
子
の
部
で
町
立
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
が
７
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

　

太
子
町
、
羽
曳
野
市
、
藤
井
寺
市
が
一
体
と
な
っ
て
支
援
し
て
い
る
地
域
を
舞

台
と
し
た
映
画
『
あ
し
た
に
な
れ
ば
。』
の
先
行
試
写
会
を
、
２
月
14
日（
土
）に
、

町
立
万
葉
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
し
た
。

　

上
映
前
に
は
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
ト
の
小
関
裕
太
さ
ん
、黒
島
結
菜
さ
ん
、赤
井
英
和

さ
ん
と
三
原
監
督
の
舞
台
挨
拶
も
行
わ
れ
、華
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、応
援
サ
ポ
ー

タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
人
々
が
、完
成
を
待
ち
わ
び
た
映
画
を
鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
あ
べ
の
ア
ポ
ロ
シ
ネ
マ
で
の
先
行
公
開
を
記
念
し
て
、
ア
ポ
ロ
ビ
ル
・

ル
シ
ア
ス
ビ
ル
で
は
、
３
市
町
村
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　２月15日（日）、太子・和みの広場で行われた聖徳市で、2014たいしくんスマイル
記念品贈呈式を行いました。

たいしくんスマイル贈呈式

太子町青少年健全育成推進大会・
太子町ＰＴＡ連絡協議会講演会

　１月24日（土）、町立万葉ホール
で、松本隆博さんをお招きし、「家
族の絆、親子の絆」をテーマに、太
子町青少年健全育成推進大会・太子
町ＰＴＡ連絡協議会講演会が行われ
ました。
　松本隆博さんは、体験で綴られた
歌とトークの講演ライブで心に響く
メッセージを届け、多くの参加者が
感動されていました。

アイススケートの楽しさを
満喫しました

　２月15日（日）、尼崎スポーツの
森アイススケートリンクで、太子町
体育連盟主催のアイススケート教室
が行われました。
　小学生など91人が参加し、講習
を受けた後は友だち同士で助け合い
ながら仲良くすべり、それぞれにス
ケートの楽しさを満喫していました。

　たいしくんスマイルは、楽し
みながら健康づくりに取り組む
ことができます。2015たいしく
んスマイルが始まっていますの
で、ぜひ、ご参加ください。
　みんなが健康で笑顔のまち
に！！
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◆
南
河
内
地
区
新
人
戦　

準
優
勝

　

太
子
中
サ
ッ
カ
ー
部

◆�

第
32
回
大
阪
中
学
生
イ
ン
ド
ア
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
大
会　

　

女
子
個
人
の
部　

第
５
位

◆�

第
31
回
近
畿
中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

選
抜
イ
ン
ド
ア
大
会

　

女
子
個
人
の
部　

ベ
ス
ト
16

　

太
子
中
女
子
テ
ニ
ス
部　

　

泉
谷
・
米
田
組

　

泉
谷　

茜
音（
太
子
中
）［
写
真
左
］

　

米
田
つ
む
ぎ（
太
子
中
）［
写
真
右
］

◆
大
阪
市
立
美
術
館
新
書
派
協
会
展

◦
一
般
の
部　

新
鋭
賞

　
松
永
紗
矢
子（
初
芝
富
田
林
中
３
年
）［
写
真
右
］

◦
一
般
の
部　

奨
励
賞

　

島
田　
　

咲（
太
子
中
３
年
）［
写
真
中
央
］

◦
一
般
の
部　

奨
励
賞

　

落
合　

里
菜（
太
子
中
３
年
）［
写
真
左
］

◆
香
芝
カ
ッ
プ　

優
勝

　

セ
キ
ス
イ
ハ
ウ
ス
カ
ッ
プ　

優
勝

　

太
子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

春の全国火災予防運動
消すまでは心の警報ＯＮのまま

　３月１日（日）～７日（土）まで、全国火災予防運動が行われ
ます。この運動は空気が乾燥し、火災が発生しやすいこの時
期に、火災による死傷者の発生を防ぎ、被害の軽減を図ると
ともに、皆さんに火災予防への理解を深めて頂くことを目的
に行っています。
　富田林市消防本部では、火災防止対策を重点に、巡回広報
活動などを行います。
◆問合せ　富田林市消防本部予防課　☎25-7400

　富田林市消防本部では、住宅用火災警報器の設置状況などを調
査するため、町立小・中学校をつうじて、アンケートを行いました。
　住宅火災で亡くなられる原因の多くは「逃げ遅れ」によるもの
です。
　住宅用火災警報器を設置することで、万が一火災が起きても、
早期発見、避難につながり、あなたやあなたの家族の「いのち」
を守ります。
　住宅用火災警報器の設置がお済みでない人は、早めの設置をお
願いします。また、すでに取付けられている人は「いざ」という
ときにきちんと作動するように、日頃からお手入れや
点検をしましょう。
◆問合せ　富田林市消防本部予防課　☎25—7400

もう取り付けましたか？ 
　　　　　　住宅用火災警報器

《平成23年６月１日より、すべての住宅に設置が義務化されました。》

問

①
50％

②
19％

③ 
31％

①設置している
②一部設置している
③設置していない

　条例により住宅用火災警報器の設置が義務付け
られている住宅の部分全てに住宅用火災警報器が
設置されていますか。

人敬
称
略

はなまる
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2014たいしくんスマイルアンケート結果
　応募総数714人のご応募、ありがとうございました。
　また、アンケートは、おとな519人、子ども38人にお
答え頂きました。
　回答結果の一部は以下のとおりです。
問：たいしくんスマイルに参加して、日常生活の中で意

識的に健康づくりを心がけるようになりましたか？

　　

　応募した約半数の人が、たいしくんスマイルをきっか
けに、健康づくりを心がけるようになったと回答してい
ます。
問：たいしくんスマイルに参加した理由について
　　（複数回答あり）

　「健康を考えられるから」と回答した人が最も多い結
果となりました。2015たいしくんスマイルも多くの人の
ご参加をお願いします。
◆問合せ　健康増進グループ　☎98-5520

■
ゆ
ず
り
ま
す

•

ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア［
無
料
］

•

電
子
ピ
ア
ノ［
無
料
］

■
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い

•

双
子
用
ベ
ビ
ー
カ
ー［
無
料
］

•

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト［
無
料
］

•

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド（
₃
件
）［
相
談
・
無
料
］

•

三
輪
車［
無
料
］

•

車
椅
子
超
軽
量
型

自
走
式（
タ
イ
ヤ
小
）［相
談
］

◎
ゆ
ず
り
た
い
も
の
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
も
の
が
あ
れ
ば
、
消
費
生
活
友
の

会
会
員
ま
た
は
事
務
局
、
に
ぎ
わ
い

ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
（
☎
９
８-

５
５
２
１
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▪
目
礼
の
マ
ス
ク
の
主
は
何
方
か
な	

小
路
喜
与
志

▪
息
の
合
ふ
搗
き
手
返
し
手
年
の
暮	

明
石　

志
郎

▪
猫
も
老
い
炬
燵
守
る
我
れ
共
に
老
い	

増
尾　

春
江

▪
エ
ル
ヴ
イ
ス
を
独
り
聴
き
を
り
聖
夜
か
な	

辻
本
佳
代
子

▪
掛
布
団
一
枚
増
や
す
夜
寒
か
な	

髙
田　

正
裕

▪
初
明
り
眉
山
や
さ
し
き
阿
波
泊
り	

西
村
美
智
子

▪
白
こ
ぼ
し
山
茶
花
の
垣
珈
琲
館	

平
木
佳
代
子

▪
妻
編
み
し
毛
糸
の
帽
子
十
余
年	

藤
島　

和
久

▪
宿
の
湯
に
余
生
浮
か
べ
て
女
正
月	

丸
山　

秀
子

▪
友
の
顔
浮
か
べ
な
が
ら
の
賀
状
書
く	

余
保　

英
代

▪
マ
ス
ク
と
り
国
宝
仏
を
咫
尺
に
す	

麻
野　

明
子

▪
鮨
酒
に
大
阪
空
襲
語
り
継
ぐ	

南　
　

魚
水

▪
勇
ま
し
く
女
子
会
お
茶
で
怪
気
炎	

奥
田　

芳
江

▪
女
房
の
言
い
な
り
放
題
で
も
元
気	

桑
原　
　

優

▪
皺
覆
う
ア
ル
バ
ム
の
美
女
今
何
処	

山
下　

和
男

▪
ひ
な
飾
り
横
で
ニ
ッ
コ
リ
女
の
子	

上
田　

恒
子

▪
深
水
の
画
く
女
が
匂
い
立
つ	

籾
山　
　

隆

▪
雛
祭
り
女
児
の
歌
声
ほ
が
ら
か
に	

三
浦
冨
美
子

▪
カ
メ
ラ
マ
ン
女
の
腕
の
み
せ
ど
こ
ろ	

山
本　

博
子

▪
理り

系け

女じ
ょ

も
土ど

ぼ木
女じ
ょ

も
今
し
な
や
か
に	

奥
田　

早
苗

▪
孫
娘
可
愛
盛
り
の
天
女
様	

笹
部　

次
夫

▪
年
頃
に
な
れ
ば
女
は
美
し
く	

上
田
美
佐
子

▪
人
類
は
矢
張
長
寿
は
ご
婦
人
だ	

川
村　
　

勧

▪
連
れ
そ
う
た
女
房
と
共
に
古
稀
迎
へ	

小
路　

淳
水

「コーラス　みそら」メンバー募集
　今は女性だけですが、男性も大歓迎です。
　初めての人も、みんなで歌う楽しさを味わってみ
ませんか？

［と　き］毎月第２・第４土曜日
午後１時30分～３時30分

［ところ］町立公民館
［内　容］発声練習、歌唱
◆問合せ　髙田　☎080-6428-9635

1. はい 298
2. いいえ 28
3. 以前から心がけていた 177
無回答 16

合　　計 519

1. 健康を考えられるから 343
2. みんなが健康で笑顔のまちにしたいから 105
3. みんなが参加してるから 36
4. 参加賞・記念品がほしかったから 89
5. その他 30
無回答 16

合　　計 619

（おとな）

（おとな）

公
民
館
行
事
予
定
表
　
₃
月

▼
寿
学
級
健
康
体
操
教
室

　
　

３
月
７
日（
土
）・
14
日（
土
）

　
　

午
後
２
時
〜
４
時

図
書
室
行
事
予
定
　
₃
月

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

［
と　

き
］
３
月
2１
日（
土
・
祝
）

［
と　

き
］
午
後
₁
時
30
分
〜
２
時

［
と
こ
ろ
］
町
立
図
書
室
　

※�

詳
し
く
は
図
書
室
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　
図
書
室　
☎
９
８-

５
５
２
６

ひ と の う ご き
	 （　）内は前月比

	人　口	14,010人人（＋ 2）	 転入	 35人
	 男	 6,885人人（＋14）	 転出	 32人
	 女	 7,125人人（－12）	 出生	 7人
	世帯数	 5,389世帯（＋ 9）	 死亡	 8人

まちの面積　　14.17㎢
（₂月₁日現在）

俳
句

敬
称
略

川
柳

　女

敬
称
略

●
４
月
号
の
題
は「
新
」（
締
め
切
り
３
月
５
日
）。
５
月
号
の
題
は「
緑
」

（
締
め
切
り
４
月
５
日
）
で
す
。

33
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受けましょう！がん検診
［場所］町立保健センター
※�検診費用として、各項目ごとに500円
が必要です。

３月は「自殺対策強化月間」です
　自殺で亡くなる人の数は、全国で年間約30,000人、大阪府で
も約1,700人が亡くなっています。
　自殺は、さまざまな要因が複雑に関係して、「追い込まれた末
の死」であり、「その多くが防ぐことができる社会的な問題」で
あると言われています。
　さまざまな悩みを抱えている人は、一人で悩まず、専門の相
談機関にご相談ください。

　また、身近な人の悩みに気づいたら、温かく寄り添いながら、悩みに耳を傾け、
専門家への相談をすすめ、じっくりと見守りましょう。

こころの健康相談統一ダイヤル　☎0570-064-556
■受付時間は地域によって異なります。
こころの健康に不安を感じたら
■大阪府こころの健康総合センター（こころの電話相談）　☎06-6607-8814
　平日／午前９時30分～午後５時
■最寄りの大阪府の保健所の精神保健福祉相談
　平日／午前９時～午後５時45分
電話相談
■関西いのちの電話（24時間、365日）　☎06-6309-1121
■大阪自殺防止センター　☎06-6260-4343
　金曜日／午後１時～　日曜日／午後10時（57時間）
■こころの救急箱　☎06-6942-9090
　月曜日／午後８時～　火曜日／午前３時（７時間）
フリーダイヤルの電話相談
■「自殺予防いのちの電話」　☎0120-738-556
　毎月10日／午前８時～　翌日／午前８時（24時間）
借金の返済に困ったら
■大阪府再チャレンジ支援プラザ（お金の悩み相談室）　☎06-6210-9512
　平日／午前９時～午後６時
自死遺族相談（予約制）
　大切な人を自死（自殺）で亡くされた人のために、来所相談を行っています。
　大阪府こころの健康総合センターの専門相談員が、ご遺族の相談に応じます。
　お電話の際には、「自死遺族相談」とお伝えください。
■予約・問合せ　大阪府こころの健康総合センター
　　　　　　　　　☎06-6691-2811（代表）
　　　　　　　　　平日／午前９時～午後５時45分（祝日、年末年始を除く）

◆問合せ　健康増進グループ　☎98-5520

不眠が続くことないですか？
□疲れているのに眠れない日が２週間以上続いている
□食欲がなく体重が減っている
□だるくて意欲がわかない
□原因不明の体調不良が続く
　これは「うつ病」の症状かもしれません。
　睡眠と食欲という生きていく基本がそこなわれると、体調がどんどん
悪くなり、気力やがんばりで克服するのは困難です。

《専門の相談機関か医療機関にご相談ください》

QRコード対応
のカメラ付き携
帯電話から様々
な相談機関の情
報にアクセスで
きます

胃・大腸がん検診
実 施 日　３月18日（水）午前
対 象 者　40歳以上の人
募集人数　50人

※�原則、胃・大腸がん検診は、セット
検診（1,000円）です。

肺がん・結核検診
実 施 日　３月18日（水）午前
対 象 者　40歳以上の人
募集人数　60人

※�胃・大腸がん検診（1,000円）も同
時に受けられます。

乳がん検診
［視触診とマンモグラフィ検査］

実 施 日　４月24日（金）午前・午後
対 象 者　40歳以上の女性

　　�〈昭和50年以前の偶数年生
まれの人〉

募集人数　54人

子宮頸がん検診
実 施 日　４月24日（金）午後
対 象 者　20歳以上の女性

　　�〈昭和62年以前の偶数年生
まれの人、平成７年・５年・
３年生まれの人〉

募集人数　80人

※�子宮頸がん・乳がん検診は２年に１
度の受診となります。（昨年度検診
を受けられなかった人は、お問い合
わせください。）

◎�検診は予約制です。電話でお申込み
ください。受け付けは、検診実施日
の１週間前まで。ただし、定員にな
り次第締め切ります。

◎�職場などで検診を受ける機会のある
人は、対象となりません。

◆申込・問合せ
　健康増進グループ　☎98－5520

　育児や介護が十分にできない自分を責めていませんか？思春期の子育てや人間関
係で悩んでいませんか？
　誰にも言えないこころの悩みを、ぜひ、臨床心理士にご相談ください。

［と　き］３月６日（金）午前10時～午後４時
［ところ］町立保健センター
［対　象］町内在住・在勤の人
［内　容］不安・ストレス・うつなどの心理的問題に対する個別相談
［参加費］無料
［申　込］事前にお電話でご予約ください
◆申込・問合せ　健康増進グループ　☎98-5520

こころほぐしの会（こころの健康相談会）
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1010

1010

12


